
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島には日本一がたっくさ～ん！！part.2 

●離島がたくさん！面積と人口は日本一 

●菱刈鉱山の金は世界水準 

●竹林の面積 

(およそ１８，０００ヘクタール) 

●お茶の木の大きさ 

(高さ４．５メートル枝張り６メートル) 

●ソテツの大きさ 

(高さ７メートル、枝張り１０メートル) 

第 51回九州保育団体合同研究集会 鹿児島集会 

第 5号 

いよいよ分科会・市民講座がスタートしました！！ 

みなさんお疲れ様です。 

グループ討議はどうでしたか？？たくさんの学びがあったでしょうか？ 

ここで各分科会・市民講座の参加人数を紹介します🌼 

モォ～ちっときばいが！ 

(もうちょっと頑張りましょう) 

 

⑭子どもの生活と 

身体づくり・運動 

３１名 
 

① ０歳児保育 

45名 

②１・２歳児保育 

６１名 

③３歳児保育 

２２名 

④４・５歳児保育 

３５名 
 ⑤異年齢保育 

５８名 

⑦障がい児保育 

４３名 
 

⑧集団づくり 

７４名 
 

⑪子どもの生活と 

美術・造形 

２４名 
 

市民講座 

９６名 
 

⑱保育政策と 

保育運動 

１５名 
 

⑰乳幼児期からの 

平和教育 

１７名 

合計５２１名の方にご参加いただきました！ 

各県からのご参加ありがとうございます♡ 

●４・５歳児保育 

他の保育園でそれぞれの大変さや楽しいことを聞くことができた。保

護者への対応やその子自身の関わり方を考えて他の先生方の意見も

聞くことができた。 

●子どもの生活と身体づくり・運動 

子どもたちの姿をとても肯定的に捉えて気づく意識が保育者にある

ことにすごく感動した。自分自身の保育を振り返るきっかけにもな

り、明日からの保育がより楽しみになった。 

●保育政策と保育運動 

もう一人保育士を！が全国で大きくなっている中、福岡でもこれまで

の運動の積み重ねとつながりを土台に実行員会を立ち上げた報告に

元気をもらった。保護者と保育園が共育ての立場で運動をつくってい

くことが世論を動かす大きな原動力となることに確信をもつ参加者

の発言に、保育運動の原点はここだと思った。保育制度が少しずつだ

が改善してきているこのチャンスを逃さず「楽しく！」をモットーに

保育運動をすすめていきたい。 

●3 歳児保育 

遊びの中でいろんな経験をしてそれが自信へとつながっているんだ

なと感じた。感触が苦手だったり参加したくない子どもたちへの援助

もしっかり考えてあり、子ども自身が選ぶことを大事にしていた。無

理強いせず、子どもがやってみたいタイミングですることはとても大

事なことなので、私もそういう関わりをしたい。３歳児の「イッチョ

マエ」とは何か考え、できるできないの狭間にいる３歳児は、いろん

な経験や友だち保育者との関わりの中で育っていくのだと学んだ。 

分科会の感想が届きました！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

初めての提案でドキドキしていま

すが、やさしい先輩が隣にいてく

れます💛 

提案者の方の様子です アンケートのご協力 

ありがとうございます♪ 

30 秒で終わりますので、 

みなさんもぜひ!(^^)! 


